
手作りコンサート Violin＆Piano  報告 
日時：7 月 26 日 土曜日 14:00 から 15:50    

場所：公民館 218 音楽室 

 

瀬崎明日香さんと徳重智子さんのデュオ・コンサート 

令和 4 年（2022 年）8 月 27 日の夙川公民館での演奏会以来、今回が 2 回目となるが、ま

すます素晴らしいコンサートになったと感じた。 

 響きが部屋全体に広がり、包み込まれる演奏だった。なにより力強く音量の豊かなヴァ

イオリンの響きにいきなり圧倒された。 

瀬崎さんの演奏に包み込まれ、押し倒され、流されてしまった。まるで、もてあそばれて

いる感覚だった。近くでの演奏の迫力に酔い痴れることができた。 

アンサンブルも素晴らしく、一体感のある素敵な演奏であった。 

 また特筆すべきは、徳重一家の総力を挙げた、手作りのコンサートであったこと。 

勿論、出演の二人が主役で、プログラムの曲目の選定、順序の決定など注力され、まとま

りのある興味深い内容に仕上がっていた。そして、ご家族も、会場選定や予約確保、パン

フレットの作成、チケットの販売、など影の力を発揮されて、義理で参加された向きでも、

この本当の音楽に触れることができ、間違いなく感動のひと時を持つことができたと思う。 

智子さんの人柄がにじみ出たほっこりとした説明に、しゃきっと付け加えるお姉さん肌

の瀬崎さんの解説も、勉強になったし、わかりやすい曲解説となり、とても興味深かった。 

MC の由紀子さんも歯切れよく、全体を仕切られていたと思う。 

今回は 140 名の制限があって、来たくても来れなかった人も多くあったとのこと。是非

とも、次回はもっと大きな会場で開催してほしいものだ。 

全体の評価としては、“楽しくて心温まるアットホームな”と表現したいコンサートだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



案内のリーフレットやチケットのヴェネツィアの写真に、前回はフランスの風、今回はイ

タリアの風かと思っていたが、やはり今回も風はフランスの風が吹いていた。 

 プッチーニの時は、イタリアオペラの匂いがしてイタリアの感じが漂ったが、全体的に

フランス風でまとまっていたと思う。二人の演奏の姿を見ていても、舞台衣装もフランス

の風を感じた。やはり勉強した国への思い入れが大きいのであろう。素晴らしいことだ。 

 

演奏された曲は、 

① ドボルザーク「母が教えてくれた歌」 

ヴァイオリン の名曲である。とにかく響きに圧倒された。ヴァイオリンが鳴るのである。 

これで観客は一気に引き込まれてしまった。 

② プッチーニ 「私のお父さん」 

これぞ、イタリアオペラの曲。ソプラノ歌手が歌うアリアである。それをまるで歌うよう

にヴァイオリンが奏でる。歌うヴァイオリン大谷康子ばりの演奏。ストラディバリの力か。 

 

この 2 曲で、徳重ママとパパへの感謝とのこと。べた過ぎてこちらが気恥ずかしくなるよ

うだったが、贈られたご両親は、報われた思いがしただろう。立派な娘を持たれた幸せを

実感できたことと思う。羨ましい限りだ。 

 

③ イザイ「子供の夢」 

ベルギーのヴァイオリニストで作曲家イザイの作品。初めて聞く曲であったが、よかった。 

④ ポルディーニ「踊る人形」 

ハンガリーのピアニストで作曲家ポルディーニの作品。ヴィオリニスト・クライスラーの

編曲で、とってもおしゃれな仕上がりだった。 

⑤ サラサーテ「ツィゴイネルワイゼン」 

前振りの説明で、楽器を開けてみてわかる違い、緻密なストラディバリとおざっぱなグ

ァルネリとのこと。そして天皇陛下のヴィオラを製作したのが、クレモナにいた日本人

であるということなど、知らない話が満載でとても勉強になった。 

これは、多くの人が知っているジプシー音楽の名曲である。 

超絶技巧を堪能した。そして、疾走感が抜群であった。観客もノリノリになった。 

観客も、全員が感動した。大きな拍手が起きたのも頷ける。 

 

休憩 

⑥ ドビュッシー「ピアノのためのプレリュード」（編曲徳重智子） 

音と香りは夕暮れの大気に舞う 

ピアノ曲をデュオ用にヴァイオリンの楽譜をつけたとのこと。編曲は、作曲するよりは楽

に作れるとのこと。智子さんは素晴らしい才能の持ち主だ。ヴァイオリンの良さを引き出

している。 



⑦ 徳重智子「ダンスカプリス」（新曲） 

とても聞きやすい曲であった。調性音楽にしたとのこと。 

山をイメージされたらしいが、そこまで映像は浮かんでこなかったが、美しい曲であった。 

⑧ ハーン「ソナタ」 

作曲者を調べてみると、フランス語読みでレイナルド・アーンだった。ベネズエラ出身の

パリで活躍した作曲家らしい。 

初めて聞く曲であった。第一楽章はなじみやすかった。第二楽章は 7 拍子の速い曲であっ

たが、演奏はピアノもヴァイオリンも破綻もなく疾走感がただならず、駆け抜けていった

感のある素晴しい演奏であった。 

第三楽章は、哀愁漂う音色になり、曲調の変化の激しさに吃驚した。 

そして、 

⑨ アンコールは、サンサーンス「白鳥」 

とっても優雅な白鳥が見えた。 
⑩ みんなで合唱「ゆりかごの歌」 

最初に戻って、母が教えてくれた歌は、この歌かも知れないとの解説。涙が出る思い。 

懐かしい唱歌である。 

ここでも主旋律を奏でるヴァイオリンの演奏に合わせて、みんなで合唱した。 

わたしは、ゆりかごで寝た覚えはないが、良いうちの人には思い出深いものがあるのだろう。 

全員を巻き込んでのフィナーレ、心憎い演出。良くできたプログラムであった。 

 

以上 


